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■
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
・
大
島
架
橋

の
整
備
促
進

�

　
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
の
全
線
整
備

と
、
唐
桑
道
路
の
工
事
進
捗
、
本
吉

気
仙
沼
道
路
の
工
事
着
手
、
そ
し
て

大
島
架
橋
の
早
期
実
現
と
ア
ク
セ
ス

道
路
や
架
橋
の
建
設
年
次
の
公
表
に

向
け
、
関
係
機
関
・
団
体
と
一
体
と

な
り
促
進
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

�

■
防
災
力
の
充
実

�

　
宮
城
県
沖
地
震
の
発
生
が
切
迫
す

る
な
か
、
国
・
県
・
関
係
機
関
と
連

携
し
て
、
地
震
・
津
波
対
策
の
推
進

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
津
波
避
難
シ

ス
テ
ム
の
早
期
導
入
に
つ
い
て
、
三

陸
沿
岸
の
都
市
な
ど
と
連
携
し
、
国

な
ど
に
要
望
し
ま
す
。

■
産
業
振
興

�

　
各
種
産
業
の
生
産
性
の
向
上
と
と

も
に
「
食
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

産
業
間
の
連
携
に
よ
り
、
付
加
価
値

の
高
度
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
水

産
と
観
光
を
中
心
と
し
た
地
域
経
済

の
再
生
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

■
教
育
施
設
の
整
備

�

　
新
市
建
設
計
画
に
基
づ
き
学
校
建

設
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
教

育
施
設
の
耐
震
対
策
に
努
め
、
仮
称
・

中
央
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
向
け
、

民
間
活
力
の
導
入
な
ど
を
検
討
し
ま

す
。

■
市
立
病
院

�

　
新
病
院
の
早
期
建
設
に
向
け
努
力

し
ま
す
。

����

■
市
民
参
画
機
会
の
拡
大

�

　
市
民
の
声
を
施
策
に
反
映
す
る
た

め
、
様
々
な
媒
体
を
利
用
し
た
情
報

提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
自

治
区
に
地
域
協
議
会
を
設
置
す
る
な

ど
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

�
■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働

�
　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

と
し
、
セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
団
体
の
育
成
支
援

に
努
め
ま
す
。

�

■
男
女
共
同
参
画
社
会
の
確
立

�

　
各
種
施
策
を
推
進
す
る
ほ
か
、
男

女
共
同
参
画
都
市
を
宣
言
す
る
と
と

も
に
、
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
に

基
づ
く
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

■
行
政
改
革

�

　
行
政
改
革
大
綱
と
、
こ
れ
に
基
づ

く
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
徹

底
し
た
行
革
に
よ
る
財
源
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

　合併後、初の定例会となる第２回市

議会が６月16日に開会し、鈴木市長が

施政方針を示しました。

　はじめに市長は、新市建設計画の着

実な実行によるまちづくりを進めるこ

とが最大の責務であるとし、新市建設

計画に位置づけられた三つの基本理念

である「市民と行政の協働のまちづくり」

「人と人が支えあうまちづくり」「人

と自然が共生するまちづくり」により、

新市の将来像である「人と自然が輝く

食彩豊かなまち」の実現のため全力を

尽くす決意を述べました。

�　そのうえで、新市が抱える重要課題

についての所信と、新市建設計画の五

つの基本目標の実現に向けた主な施策

を表明しました。

　ここでは、その主な内容をお知らせ

します。

～  市長施政方針 ～

実現に全力を傾注

が
抱
え
る
重
要
課
題
へ
の
所
信

新
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建
設
計
画
実
現
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主
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施
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新
市

�
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築
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実な実行によるまちづくりを進めるこ
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「人と人が支えあうまちづくり」「人

と自然が共生するまちづくり」により、

新市の将来像である「人と自然が輝く

食彩豊かなまち」の実現のため全力を

尽くす決意を述べました。
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　ここでは、その主な内容をお知らせ

します。



�

■
国
民
保
護

　
関
係
条
例
を
制
定
し
、
国
民
保
護

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

�

■
平
和
行
政

　
非
核
平
和
都
市
を
宣
言
す
る
と
と

も
に
、
平
和
行
政
の
基
本
原
則
を
定

め
る
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

�

■
上

水

道

　
水
源
開
発
施
設
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
施
設
完
成
ま
で
の
間
の
暫

定
水
利
権
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
唐
桑
大
沢
浄
水
場
の
施
設
整
備

を
進
め
ま
す
。

��

■
公
共
下
水
道
な
ど

　
供
用
区
域
の
拡
大
に
努
め
る
と
と

も
に
、
汚
泥
炭
化
施
設
の
整
備
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
浄
化
槽
設
置
に
対

し
助
成
し
ま
す
。

�

■
県
道
の
整
備
促
進

�

　
唐
桑
最
短
道
に
つ
い
て
は
、
早
期

整
備
に
向
け
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

主
要
地
方
道
・
気
仙
沼
唐
桑
線
整
備

に
つ
い
て
は
、
県
と
協
調
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

�

■
市
道
の
整
備

　
市
道
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
に
も

対
応
で
き
る
安
全
で
安
心
な
道
路
環

境
を
確
保
す
る
た
め
、
直
接
要
望
交

付
金
事
業
な
ど
を
活
用
し
た
効
率
的

な
整
備
と
、
維
持
補
修
に
努
め
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
市
街
化

の
促
進
と
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

に
よ
る
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

整
備
に
努
め
ま
す
。

�

■
生
活
路
線
バ
ス

�

　
再
編
整
備
に
よ
る
維
持
に
努
め
ま

�

■
消
防
・
防
災
体
制
の
充
実

　
地
域
防
災
計
画
の
策
定
な
ど
に
よ

り
防
災
・
危
機
管
理
体
制
を
構
築
し
、

広
域
消
防
と
の
連
携
を
図
り
、
消
防
・

防
災
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

地
区
ご
と
の
自
主
防
災
活
動
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
講
演
会
や
出
前
講

座
な
ど
を
と
お
し
て
防
災
意
識
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

�
■
住
宅
防
災

　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
助
成
事
業

や
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

3 2006. 7. 1　広報 けせんぬま

�

■
消
防
・
防
災
体
制
の
充
実

　
地
域
防
災
計
画
の
策
定
な
ど
に
よ

り
防
災
・
危
機
管
理
体
制
を
構
築
し
、

広
域
消
防
と
の
連
携
を
図
り
、
消
防
・

防
災
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

地
区
ご
と
の
自
主
防
災
活
動
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
講
演
会
や
出
前
講

座
な
ど
を
と
お
し
て
防
災
意
識
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

�
■
住
宅
防
災

　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
助
成
事
業

や
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

�

■
国
民
保
護

　
関
係
条
例
を
制
定
し
、
国
民
保
護

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

�

■
平
和
行
政

　
非
核
平
和
都
市
を
宣
言
す
る
と
と

も
に
、
平
和
行
政
の
基
本
原
則
を
定

め
る
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

�

■
上

水

道

　
水
源
開
発
施
設
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
施
設
完
成
ま
で
の
間
の
暫

定
水
利
権
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
唐
桑
大
沢
浄
水
場
の
施
設
整
備

を
進
め
ま
す
。

��

■
公
共
下
水
道
な
ど

　
供
用
区
域
の
拡
大
に
努
め
る
と
と

も
に
、
汚
泥
炭
化
施
設
の
整
備
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
浄
化
槽
設
置
に
対

し
助
成
し
ま
す
。

�

■
県
道
の
整
備
促
進

�

　
唐
桑
最
短
道
に
つ
い
て
は
、
早
期

整
備
に
向
け
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

主
要
地
方
道
・
気
仙
沼
唐
桑
線
整
備

に
つ
い
て
は
、
県
と
協
調
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

�

■
市
道
の
整
備

　
市
道
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
に
も

対
応
で
き
る
安
全
で
安
心
な
道
路
環

境
を
確
保
す
る
た
め
、
直
接
要
望
交

付
金
事
業
な
ど
を
活
用
し
た
効
率
的

な
整
備
と
、
維
持
補
修
に
努
め
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
市
街
化

の
促
進
と
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

に
よ
る
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

整
備
に
努
め
ま
す
。

�

■
生
活
路
線
バ
ス

�

　
再
編
整
備
に
よ
る
維
持
に
努
め
ま

す
。

��

■
自
然
環
境
の
保
全

�

　
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

�

■
廃
棄
物
対
策

�

　
不
法
投
棄
や
ご
み
の
散
乱
を
防
止

す
る
と
と
も
に
、
分
別
収
集
、
ご
み

の
減
量
化
、
資
源
の
再
利
用
な
ど
を

推
進
し
ま
す
。

�����

■
農
　
　
業

�

　
経
営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱
に
基

づ
き
、
担
い
手
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
生
産
性
と
収
益
性
の
高
い
施
設

園
芸
を
振
興
し
ま
す
。
ま
た
、
遊
休

農
地
を
利
用
し
た
地
場
産
品
の
開
発
、

集
落
営
農
の
促
進
な
ど
に
努
め
ま
す
。

��

■
林
　
　
業

�

　
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金

制
度
を
活
用
し
、
森
林
資
源
の
育
成

を
図
る
と
と
も
に
、
地
元
木
材
の
需

要
拡
大
に
努
め
ま
す
。

��

■
漁
港
施
設

�

　
特
定
第
三
種
気
仙
沼
漁
港
の
整
備

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
宿
舞
根
漁

港
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

�

■
漁
船
漁
業

�

　
気
仙
沼
地
区
近
海
マ
グ
ロ
延
縄
漁

業
あ
り
方
研
究
会
の
提
言
を
ふ
ま
え
、

関
係
団
体
と
連
携
し
て
適
切
に
対
応

し
ま
す
。
魚
市
場
に
つ
い
て
は
、
南

側
施
設
整
備
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

�

■
漁
船
誘
致

�

　
卸
売
業
者
と
一
体
と
な
り
、
関
係

市
町
や
、
船
主
な
ど
を
訪
問
し
、
水

揚
げ
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
他

港
漁
船
乗
組
員
子
弟
招
致
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

�

■
水
産
加
工
業

�

　
気
仙
沼
地
域
ハ
サ
ッ
プ
に
よ
る
認

定
工
場
の
拡
大
や
、
水
産
加
工
品
の

ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
り
組
み
に
対
し
支

援
し
ま
す
。
ま
た
、
宮
城
大
学
と
連

携
し
、
商
品
開
発
や
品
質
管
理
向
上

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

�

■
沿
岸
漁
業

�

　
稚
貝
放
流
事
業
に
対
す
る
支
援
な

ど
、
資
源
管
理
型
漁
業
・
栽
培
漁
業

の
促
進
に
努
め
ま
す
。

��

■
商
・
工
業

�

　
商
店
街
振
興
条
例
に
基
づ
く
各
種

助
成
制
度
や
、
商
業
活
性
化
推
進
事

業
な
ど
に
よ
り
、
意
欲
あ
る
商
店
街

や
商
業
者
グ
ル
ー
プ
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
国
・
県
の
制
度
を
活
用
し
、

新
商
品
開
発
や
新
分
野
進
出
を
支
援

し
ま
す
。

��

■
物
産
振
興

�

　
産
業
ま
つ
り
や
、
求
評
見
本
市
な

ど
に
よ
り
、
気
仙
沼
ブ
ラ
ン
ド
の
情

報
発
信
に
努
め
、
販
路
拡
大
を
支
援

し
ま
す
。

��

■
労
働
対
策
　

�

　
雇
用
環
境
の
改
善
に
努
め
る
と
と

も
に
、
県
立
気
仙
沼
高
等
技
術
専
門

校
の
存
続
を
県
に
働
き
か
け
ま
す
。

安
全
・
安
心
・
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

地
域
資
源
を
活
用
し
た
活
力
あ
る

産
業
の
ま
ち
づ
く
り

自
治
会
な
ど
に
お
け
る
、
自
主
防
災
活
動
を
支
援
し
ま
す



����

■
医
療
の
充
実

�

　
関
係
機
関
と
連
携
し
、
総
合
的
な

医
療
体
制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

�

■
高
齢
者
保
健
福
祉

�

　
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
も

っ
て
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
、
環
境

整
備
に
努
め
、
地
域
ケ
ア
体
制
の
確

立
を
進
め
ま
す
。

■
障
害
者
福
祉

�

　
障
害
福
祉
計
画
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
障
害
者
の
自
立
を
支
援
し
ま

す
。

�

■
社
会
福
祉

�

　
母
子
・
父
子
家
庭
の
生
活
の
安
定

や
生
活
保
護
世
帯
な
ど
の
自
立
を
支

援
し
ま
す
。

■
国
民
年
金

�

　
市
民
の
受
給
権
の
確
保
の
た
め
、

広
く
制
度
の
周
知
を
行
な
い
、
無
年

金
者
を
な
く
す
よ
う
に
努
め
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り

�

　
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
た
意
識
啓

発
や
健
康
教
育
と
各
種
健
診
な
ど
の

予
防
対
策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業

�

　
市
民
が
安
心
し
て
保
険
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

■
母
子
保
健
・
子
育
て
支
援

�

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

た
め
の
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

■
観
光
振
興

�

　
豊
か
な
自
然
と
港
町
の
歴
史
・
文

化
、
「
食
」
を
生
か
し
た
通
年
型
観

光
地
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
地
域
の

魅
力
を
全
国
に
情
報
発
信
し
な
が
ら
、

交
流
人
口
の
増
大
に
よ
る
活
性
化
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
20
年
度

に
本
県
で
開
催
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
重
点
事
業
と
し

て
取
り
組
む
ほ
か
、
市
内
巡
回
バ
ス

な
ど
接
続
交
通
の
確
保
、
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
一
関
・
平
泉
・

松
島
・
仙
台
・
遠
野
な
ど
と
の
広
域

連
携
の
強
化
な
ど
に
よ
り
、
観
光
客

の
誘
致
に
努
め
ま
す
。
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■
観
光
振
興

�

　
豊
か
な
自
然
と
港
町
の
歴
史
・
文

化
、
「
食
」
を
生
か
し
た
通
年
型
観

光
地
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
地
域
の

魅
力
を
全
国
に
情
報
発
信
し
な
が
ら
、

交
流
人
口
の
増
大
に
よ
る
活
性
化
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
20
年
度

に
本
県
で
開
催
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
重
点
事
業
と
し

て
取
り
組
む
ほ
か
、
市
内
巡
回
バ
ス

な
ど
接
続
交
通
の
確
保
、
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
一
関
・
平
泉
・

松
島
・
仙
台
・
遠
野
な
ど
と
の
広
域

連
携
の
強
化
な
ど
に
よ
り
、
観
光
客

の
誘
致
に
努
め
ま
す
。

����

■
医
療
の
充
実

�

　
関
係
機
関
と
連
携
し
、
総
合
的
な

医
療
体
制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

�

■
高
齢
者
保
健
福
祉

�

　
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
も

っ
て
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
、
環
境

整
備
に
努
め
、
地
域
ケ
ア
体
制
の
確

立
を
進
め
ま
す
。

■
障
害
者
福
祉

�

　
障
害
福
祉
計
画
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
障
害
者
の
自
立
を
支
援
し
ま

す
。

�

■
社
会
福
祉

�

　
母
子
・
父
子
家
庭
の
生
活
の
安
定

や
生
活
保
護
世
帯
な
ど
の
自
立
を
支

援
し
ま
す
。

■
国
民
年
金

�

　
市
民
の
受
給
権
の
確
保
の
た
め
、

広
く
制
度
の
周
知
を
行
な
い
、
無
年

金
者
を
な
く
す
よ
う
に
努
め
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り

�

　
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
た
意
識
啓

発
や
健
康
教
育
と
各
種
健
診
な
ど
の

予
防
対
策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業

�

　
市
民
が
安
心
し
て
保
険
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

■
母
子
保
健
・
子
育
て
支
援

�

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

た
め
の
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

��

■
生
涯
学
習
の
推
進

�

　
多
様
な
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
対
応

し
た
学
習
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

■
社
会
教
育

�

　
学
校
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
家

庭
教
育
や
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
充
実
に
努
め
ま

す
。
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
蔵
書
管

理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
子
ど
も
読
書

活
動
推
進
計
画
の
具
現
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

�

■
文
化
芸
術
の
振
興

�

　
子
ど
も
芸
術
劇
場
や
地
方
音
楽
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
郷
土
の
先

人
顕
彰
や
文
学
碑
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
構
想
を
推
進
し
ま
す
。

�

■
体
育
振
興

�

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
総
合
体
育
館
を
拠
点
と
し
て
各

種
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地

域
と
の
学
校
施
設
開
放
事
業
の
運
営

と
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

�

■
学
校
教
育
の
充
実

�

　
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
生
き
る
力
を

身
に
つ
け
た
児
童
生
徒
を
育
て
る
教

育
の
推
進
と
、
学
力
の
向
上
を
図
る

た
め
、
地
域
の
人
材
を
活
用
し
た
学

習
支
援
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
環

境
素
材
を
生
か
し
た
環
境
教
育
を
進

め
ま
す
。

■
学
校
施
設
の
整
備

�

　
月
立
小
学
校
・
唐
桑
小
学
校
・
鹿

折
小
学
校
建
設
事
業
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
校
舎
と
屋
内
運
動
場
の
耐

震
化
を
進
め
ま
す
。

■
国
際
交
流

�

　
小
学
校
専
属
の
外
国
語
指
導
助
手

を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
日
本
フ
ル

ブ
ラ
イ
ト
メ
モ
リ
ア
ル
基
金
を
活
用

し
た
各
種
事
業
な
ど
に
よ
り
、
相
互

交
流
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
小
さ

な
国
際
大
使
館
を
活
用
し
、
在
住
外

国
人
へ
の
支
援
な
ど
を
進
め
ま
す
。

���

■
各
種
計
画
の
策
定

�

　
行
政
運
営
の
指
針
と
な
る
総
合
計

画
の
ほ
か
、
国
土
利
用
計
画
、
山
村

振
興
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

■
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
関
連
事
業

�

　「
気
仙
沼
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
」
都
市
を

宣
言
し
「
食
」
を
生
か
し
た
個
性
的

で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
離
島
振
興

�

　
県
離
島
振
興
協
議
会
な
ど
関
係
団

体
と
連
携
し
、
第
六
次
宮
城
県
離
島

振
興
計
画
の
具
現
化
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
大
島
癒
し
の
島
づ
く
り
推
進
協

議
会
の
活
動
を
通
じ
、
ア
イ
ラ
ン
ド
テ

ラ
ピ
ー
構
想
の
具
現
化
に
努
め
ま
す
。

�

■
リ
ア
ス
さ
ん
り
く
気
仙
沼
大
使

�

　
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
を
委
嘱

し
、
本
市
の
ピ
ー
ア
ー
ル
な
ど
積
極

的
な
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

そ
の
他
の
施
策

学
ぶ
こ
と
を
と
お
し
て

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

た
が
い
に
支
え
あ
い
健
康
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

学
校
施
設
の
環
境
整
備
を
図
り
ま
す

（
完
成
間
近
の
月
立
小
学
校
）

い
や

学
校
施
設
の
環
境
整
備
を
図
り
ま
す

（
完
成
間
近
の
月
立
小
学
校
）


